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すぐ情報にたどり着くために

菊地宏明 ●Hiroaki Kikuchi

『インターネット標準
クイックリファレンス』

セキュリティーを考えて、ルー

ターの設定でIPフィルタリングを

行おうとしたとき、WWWブラウ

ザーからのアクセスに使われる

httpのポート番号はいくつだった

かなあと思うときがある。また、

電子メールのヘッダー情報を見て

いると見慣れない項目があったが、

なにを意味するのかちょっと思い

出せないといったこともある。イ

ンターネットで定められた定数と

かフォーマットなどは、RFC

（Request For Comments）に記

されているため、RFCドキュメン

トをネットワークからダウンロー

ドすれば読むことができる。しか

し、ちょっとした確認のためにド

キュメントを探してダウンロード

するのも面倒くさいから、参照す

るデータが手元にあればいいのに

なと思うことはないだろうか？

本書は、そんなデータばかりを集

めたリファレンス本だ。ネット

ワークの設定をするとき、

情報を解析するとき、ネ

ットワークのプログラムを

作るときなどに便利なデータ

が、RFCから抜き出して分類され

ている。RFCの解説文はないので

詳しく理解するときには向かない

が、データの参照をするならとて

も便利に活用できる。付録のRFC

ドキュメント番号とタイトルの対

応リストなども充実しているので、

参考にしてみるといいだろう。

知られざる歴史がいま明かされる

『インターネットヒストリー』

「インターネットは、冷戦下の米

国が、核攻撃によって情報システ

ムを破壊されることを防ぐため、情

報をネットワークで分散化させる目

的で作られた」と、多くのインタ

ーネット入門書で呪文のように唱

えられている。しかし、軍事関係

者の話が出てこないのはなぜなんだ

ろう。研究者たちは、本当に軍事

的な目的を果たすためにインターネ

ットを作り上げたのだろうか？　た

った30年前に始まったことで、イ

ンターネットの創生にかかわった

人々がいるにもかかわらず、まだそ

の詳細は伝えられていない。本書

は、インターネットを生み、育

て、文化を築いていった

人々のインタビューから

なる歴史書だ。ここで

はインターネットと

いう壮大なコミュ

ニティーを生み出

した神々の神話が綴ら

れている。とはいっても、彼

らは企業の研究員や大学の学生で

あり、教育機関、民間企業も初期

の段階でプロジェクトに参加してい

る。このことからも、研究者が軍

事利用目的だけでネットワークを

構築していたわけでないことがすぐ

にわかる。また、研究者が冷戦の

恐怖をもとに軍に研究開発費を出

させたといわれていることにも肯け

る。それぞれのインタビューに、今

まで知られていなかったエピソード

が散りばめられ、インターネットの

創生期が新鮮に感じられた。

インターネットの技術がひと目でわかる

これでもう専門書はいらない

『できるOCNエコノミー』

超簡単入門書で人気のインプレ

ス「できるシリーズ」が、OCNエ

コノミーを解説している。「OCN

とは、また、インターネットとはな

にか？」という疑問から始まり、

これでOCNエコノミーに接続する

解説まで進めるのだろうかと心配さ

れたのだが、要点をおさえた解説

を中心に進むため、さすがに「で

きるシリーズ」と感心してしまう。

面倒なOCNエコノミーの申し込み

に関しては、書類の書き方に加え、

記入のヒントを多くそろえているの

がうれしい。オロオロしがちな工事

日の対応もちゃんと書かれてい

る。機種に依存するル

ーターの設定になると、

YAMAHA RT50iを例に

出して進んでいるが、NTT

IPMATE1200 RD、NTT-ME

MN128-SOHO SL11、 NEC

COMSTARZ ROUTERの3機種

は画面ダンプを添えた設定解説が

なされている。メール、ウェブサー

バーは、OCN側で提供されるサー

ビス「オリジナル・ドメインMail」

と「オリジナル・ドメインWeb」

を使っての設定を解説することで、

初心者でも十分使いこなせるよう

にしている。クライアントパソコン

にはウィンドウズ、マッキントッシ

ュが使える。最後は、引っ越しす

る際の対応に関するQ&Aなどで締

めくくられており、巻末のFAX用

紙を使って、インプレスの通販に

よるOCNエコノミーのコンサルテ

ィング申し込みまでできる。
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『食うか食われるか
ネットスケープ
VS.マイクロソフト』

ネットスケープ社は、イリノイ大

学で開発されたWWWブラウザー

「Mosaic」の開発者たちがスピン

アウトして新規開発した高性能

WWWブラウザー「ネットスケープ

ナビゲーター」をリリースした会社

として有名である。当時、まだイ

ンターネットの大ブームは起きてお

らず、パソコン向けソフトウェアの

巨人マイクロソフトですら、インタ

ーネットに食指が動いていなかっ

た。パソコンで動作するソフトウェ

アの分野でトップシェアをとるのは

至難の技であった80年代から、い

くつもの企業が、パソコンソフトで

のシェア争いでマイクロソフトに

敗れ去っていった。しかし

ネットスケープ社は、最

初の製品を出すやいなや瞬

く間にシェアを勝ち取ってい

き、ついにはマイクロソフトを

も振り向かせることになる。本書

は、 2社の対立を表面的に書き記

したものではなく、ネットスケープ

社がどんな戦略でビジネスを展開し

ていったのかを、「マイクロソフト

の秘密」の著者、マイケル・クス

マノ自身が、ネットスケープ社の協

力のもとに描き出したものである。

内容的にはAOLにより買収される

前で終わっている。本書を読んで

みると、ブラウザー戦争の勝者で

あるマイクロソフトに敗れ去ったか

に見えたネットスケープのほうが、

したたかに自社に有利な活路に進

んだように思える。

勝つための戦略とは短期間でマスターできる

『道具としての
インターネット』

文科系のための情報学シリーズ

として書かれた本書は、明治大学

の初等情報教育の柱となるカリキ

ュラムに合わせた内容となってい

る。インターネットの概要、利用

についての解説を前半で行い、後

半はWWW、電子メールとわずか

にWAIS、Gopherを加えて情報収

集の解説を行う。前半は解説に終

始するが用語の説明に乏しいとこ

ろがあるので、授業で参考書とし

て利用する場合、講師が口頭で説

明を補う必要がある。内容に関し

ては、技術的な解説を抑え、さ

らっと読みやすくなってい

る。大学の初等カ

リキュラムレベ

ルなので、高校生が読んでも難し

くはない。後半は実習を行いなが

ら読むとちょうどよい内容だ。検

索の参考となるURLが多く掲載さ

れているので、実際にアクセスして

みると面白いだろう。検索テクニ

ックなどにはあまり触れていないの

で、情報検索を使いこなすとまで

はいかないが、道具として使えそう

なことを実習するには十分であろ

う。全体は3か月程度の授業で消

化できそうな量であり、街のインタ

ーネット入門教室のテキストとして

も使えそうだ。ただし、具体的な

パソコン設定や操作についての記述

はないので、独学で学ぶテキス

トにするならば、「できるシリ

ーズ」などの副読本を用

意しておくほうがよい

だろう。
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いま暴かれるネットワーク犯罪の手口

『図解 電脳・ネット犯罪
撃退マニュアル』

犯罪などから身を守るためのアイ

デアを紹介した人気の図解マニュ

アルシリーズ。インターネットにか

かわる犯罪を紹介し、回避方法、

防御策などを紹介する。前半は、

犯罪事件などの事例から、ネット

ワークを使った詐欺犯罪の手口、

防止方法を紹介している。中盤か

ら犯罪者のクラッキング事件の話

題となるが、技術的な話になると

解説はおぼつかなくなる。ゴミメー

ルを大量に送りつけてメールサーバ

ーのディスク容量を食いつぶしてし

まう電子メール爆弾の解説に、「容

量の大きな添付ファイルがある場合

には受け取らないほうがいい」

とコメントしてあったり、

暗号キーのビット長と安

全性の解説では、「2桁の

長さの鍵では99回試せば解

読に成功できる」と、まるでビ

ットが10進数と同等の情報量か

のように書かれている。これらの部

分はセキュリティーの専門書に任せ

たほうがいいだろう。後半は、アダ

ルト掲示板で女性になりすまして、

男性からの返事をもらう実験をし

たり、メールアドレスの名簿リスト

販売業者からリストの一部を購入

する実験などが取り上げられてい

る。ここまでくると度が過ぎる。か

つて一部のマスコミが実験としてチ

ェーンメールを出そうとして反感を

買ったことが思い出される。犯罪

の危険性を認知するうえではいい

が、犯罪に使われぬよう気をつけ

たい。

アナタノ英語ダイジョウブ？

『ガイジンを悩ませる
英会話』

テレビの深夜番組で、海外の映

画や商品に見られるおかしな日本

語を紹介するバラエティーコーナー

があり、「なんだこれ？　変なの」

と思いながらよく見ている。日本

語っぽいけれど、全然意味が分か

らないナンセンスさが笑いを生むわ

けである。「もし、我々が英語で、

英語を母国語とする人に誤解を招

くスゴイことを言っていたら」と考

えたことがあるだろうか？　もしあ

るのならば、ぜひ読んでみてほしい。

つい使ってしまいそうなフレ

ーズをガイジンはどのよ

うに解釈して受け取

っているのかを、文

化の違いを踏まえたうえ

で解説してくれている。め

ちゃくちゃな表現、意味不明

な和製英語、真顔で発するポル

ノ的表現、横柄な表現、差別発言

と受け取られる表現など、気がつ

けば赤面モノの表現が続出である。

たとえば、「私は彼と親しいです」

と英語で言ったつもりが、相手に

は「私は彼と性交渉があります」

というキワドイ意味に受け取られて

いたりといった具合だ。電子メー

ルやチャットで英文を書く機会が

増えるなか、恥ずかしい思いをしな

いためにも読んでおくといい。しか

し、あまりに恥ずかしいことが多い

人はとても読み続けられないだろ

う。それでも、付属の和製英語と

ネイティブ英語の変換表は便利で

ある。
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